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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月13日(2013.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２７】
　コンピュータプログラムであって、
　複数のＥＥＧ信号サンプルを記録するための機能と、
　前記複数のＥＥＧ信号サンプルを用いて、刺激同期平均信号を生成するための機能と、
　前記複数のＥＥＧ信号サンプルが刺激に反応して誘発されたか否かを判定するための機
能と、
をコンピュータによって実現させる、コンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
上述の実施形態は、理解しやすいように或る程度詳細に説明されているが、本発明は、こ
れらの詳細事項に限定されない。本発明を実施する多くの代替的な方法が存在する。開示
されている実施形態は、例示的なものであり、限定を意図するものではない。
　適用例１：システムであって、プロセッサであって、複数のＥＥＧ信号サンプルの刺激
同期平均信号を生成し、前記複数のＥＥＧ信号サンプルが刺激事象のパターンに反応して
誘発されたか否かを判定するよう構成された、プロセッサと、前記プロセッサに接続され
、前記プロセッサに命令を供給するよう構成されたメモリと、を備える、システム。
　適用例２：適用例１に記載のシステムであって、前記刺激事象のパターンは、一定周波
数で周期的に光フラッシュを発する複数の光源を含む、システム。
　適用例３：適用例１に記載のシステムであって、前記刺激事象のパターンは、周期的に
光フラッシュを発する複数の光源を含み、前記複数の光源は、第１の一定周波数で光フラ
ッシュを発する第１の光源と、第２の一定周波数で光フラッシュを発する第２の光源とを
含む、システム。
　適用例４：適用例１に記載のシステムであって、前記刺激事象のパターンは、複数の周
波数で周期的に光フラッシュを発する光源を含み、前記光フラッシュは、第１の周波数の
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第１の光フラッシュと、第２の周波数の第２の光フラッシュとを含む、システム。
　適用例５：適用例１に記載のシステムであって、前記刺激事象のパターンは、非周期的
な周波数で光フラッシュを発する複数の光源を含む、システム。
　適用例６：適用例１に記載のシステムであって、前記刺激事象のパターンは、視覚刺激
事象のパターン、音声刺激事象のパターン、および、触覚刺激事象のパターンの内の１ま
たは複数を含む、システム。
　適用例７：適用例１に記載のシステムであって、前記刺激事象のパターンは、それぞれ
独立したフラッシュ光事象を提供する複数の光源を含む、システム。
　適用例８：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルは、前
記システムのユーザの無意識の反応として誘発される、システム。
　適用例９：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルは、意
識的なＥＥＧ信号応答を含む、システム。
　適用例１０：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルの各
々は、複数のサンプル点を含む、システム。
　適用例１１：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルの各
々は、時系列のＥＥＧ信号サンプルを含む、システム。
　適用例１２：適用例１に記載のシステムであって、前記刺激同期平均信号は、フラッシ
ュ同期平均信号を含む、システム。
　適用例１３：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルが刺
激事象のパターンに反応して誘発されたか否かの判定は、前記刺激同期平均を閾値と比較
することによって実行される、システム。
　適用例１４：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルが刺
激事象のパターンに反応して誘発されたか否かの判定は、事前に作成した原型平均を前記
刺激同期平均に乗算することによって実行される、システム。
　適用例１５：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルが刺
激事象のパターンに反応して誘発されたか否かの判定は、前記ユーザのＥＥＧ信号に適合
する原型平均を前記刺激同期平均に乗算することによって実行される、システム。
　適用例１６：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルが刺
激事象のパターンに反応して誘発されたか否かの判定は、前記ＥＥＧ信号データを積分し
て結果を生成し、前記結果を閾値と比較することによって実行される、システム。
　適用例１７：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルが刺
激事象のパターンに反応して誘発されたか否かの判定は、タイムドメイン分類子を用いて
実行される、システム。
　適用例１８：適用例１に記載のシステムであって、前記複数のＥＥＧ信号サンプルが刺
激事象のパターンに反応して誘発されたか否かの判定は、リアルタイムで実行される、シ
ステム。
　適用例１９：適用例１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、前記シ
ステムのユーザが第１の光源を見ているか否かを判定するよう構成される、システム。
　適用例２０：適用例１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、前記刺
激同期平均信号の（最大値）－（最小値）に基づいて決定される前記刺激同期平均信号の
第１のピーク値を算出し、前記第１のピーク値を閾値と比較するよう構成される、システ
ム。
　適用例２１：適用例１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、刺激タ
イミングに基づく時間オフセットを用いて前記複数のＥＥＧ信号サンプルを前記刺激事象
のパターンと相関させるよう構成される、システム。
　適用例２２：適用例１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、第１の
ユーザについて前記複数のＥＥＧ信号サンプルを前記刺激事象のパターンと相関させる際
に役立つように、前記第１のユーザに基づいてトレーニングを行い、第１のシグネチャ信
号を決定するよう構成される、システム。
　適用例２３：適用例１に記載のシステムは、さらに、アクティブＥＥＧ電極および基準
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ＥＥＧ電極を含む複数の電極を備え、前記複数の電極は、前記複数のＥＥＧ信号サンプル
を検出する、システム。
　適用例２４：適用例１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、前記複
数のＥＥＧ信号サンプルが刺激事象のパターンに反応して誘発されたか否かの判定に基づ
いて、制御信号を供給するよう構成されている、システム。
　適用例２５：適用例１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、前記複
数のＥＥＧ信号サンプルが刺激事象のパターンに反応して誘発されたか否かの判定に基づ
いて、制御信号をデバイスに供給するよう構成され、前記デバイスは、娯楽システム、教
育システム、医療システム、自動車システム、および、アプリケーションを実行するコン
ピュータの内の１または複数を含む、システム。
　適用例２６：方法であって、生体信号センサを用いて複数のＥＥＧ信号サンプルを測定
し、前記複数のＥＥＧ信号サンプルを用いて、刺激同期平均信号を生成し、前記複数のＥ
ＥＧ信号サンプルが刺激に反応して誘発されたか否かを判定すること、を備える、方法。
　適用例２７：コンピュータ読み取り可能な記憶媒体内に埋め込まれたコンピュータプロ
グラム製品であって、複数のＥＥＧ信号サンプルを記録するためのコンピュータ命令と、
前記複数のＥＥＧ信号サンプルを用いて、刺激同期平均信号を生成するためのコンピュー
タ命令と、前記複数のＥＥＧ信号サンプルが刺激に反応して誘発されたか否かを判定する
ためのコンピュータ命令と、を備える、コンピュータプログラム製品。
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